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3月20日〜4月23日

森
会
長
が「
国
の
出
先
機
関
改
革
に
つ
い
て
の

意
見
」を
後
藤
内
閣
府
副
大
臣
に
提
出

　

３
月
26
日
、
森
会
長
は
、
後
藤
内
閣
府
副
大
臣
に

面
談
の
上
、「
国
の
出
先
機
関
改
革
に
つ
い
て
の
意

見
」
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
川
端
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣（
地
域
主
権
推
進
）、
福
田
総
務
大
臣
政
務
官

等
に
提
出
し
た
。

　

意
見
で
は
、
出
先
機
関
改
革
の
事
務
・
権
限
の
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
で
の
移
譲
に
つ
い
て
、
基
礎
自
治
体
で

あ
る
都
市
自
治
体
へ
の
具
体
的
な
説
明
や
協
議
等
が

十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
現
在
進
め

ら
れ
て
い
る
新
た
な
広
域
的
実
施
体
制
の
制
度
設
計

に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
等
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

大
規
模
災
害
時
等
の
緊
急
時
に
お
け
る
対
応
や
迅
速

な
復
旧
・
復
興
を
は
じ
め
と
す
る
広
域
的
か
つ
機
動

的
な
危
機
管
理
体
制
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
基
礎

自
治
体
の
意
見
を
踏
ま
え
た
具
体
的
か
つ
十
分
な
議

論
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
都
道
府
県
を
ま
た

が
る
広
域
的
な
組
織
体
制
の
あ
り
方
や
必
要
な
財
源

の
確
保
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
利
害
調
整
や
予
算
配
分

と
基
礎
自
治
体
の
関
わ
り
方
等
、
広
域
的
実
施
体
制

の
運
営
に
係
る
具
体
的
な
重
要
事
項
に
つ
い
て
も
明

ら
か
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
出
先
機
関
改
革
の
検
討

に
当
た
っ
て
は
、
拙
速
に
進
め
る
こ
と
な
く
、
地
域

住
民
の
安
心
・
安
全
に
直
接
責
任
を
有
し
、
地
域
の

実
情
に
精
通
し
て
い
る
基
礎
自
治
体
の
意
見
を
十
分

踏
ま
え
る
よ
う
、
慎
重
な
対
応
を
求
め
て
い
る
。

　

な
お
、
後
藤
副
大
臣
か
ら
は
、
市
町
村
に
対
し
て
、

説
明
や
協
議
す
る
た
め
の
場
面
を
作
っ
て
積
極
的
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

�

［
行
政
部
］

財
団
法
人
全
国
市
長
会
館
が 

「
公
益
財
団
法
人
全
国
市
長
会
館
」に
移
行

　

全
国
都
市
会
館
の
管
理
運
営
等
を
行
っ
て
い
る
財

団
法
人
全
国
市
長
会
館
が
、
平
成
24
年
４
月
1
日
を

も
っ
て「
公
益
財
団
法
人
全
国
市
長
会
館
」に
移
行
し

ま
し
た
。

　

同
法
人
は
、
昭
和
25
年
５
月
に
全
国
各
都
市
の
連

絡
提
携
を
緊
密
に
し
て
地
方
自
治
の
円
滑
な
る
運
営

と
進
展
と
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
、
以
来
、
全
国
都
市
会
館
の
管
理
運
営
を
は
じ
め
、

全
国
市
長
会
機
関
誌「
市
政
」や「
日
本
都
市
年
鑑
」の

編
集
発
行
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
を
機
に
、
今
後
と
も
、

全
国
各
市
区
の
円
滑
な
運
営
と
健
全
な
発
展
に
資
す

る
た
め
、
全
国
都
市
会
館
を
活
用
し
た
諸
事
業
及
び

地
方
自
治
に
関
す
る
資
料
収
集
と
普
及
啓
発
事
業
を

行
い
、
も
っ
て
住
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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理
事
会
を
開
催

　

４
月
11
日
、
全
国
都
市
会
館
に
お
い
て
理
事
会
を

開
催
。

　

冒
頭
、
細
野
環
境
大
臣
並
び
に
福
田
総
務
大
臣

政
務
官
か
ら
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
つ
い
て

の
協
力
依
頼
が
あ
り
、
そ
の
後
、
１
月
25
日
開
催

の
理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
以
降
の
諸
会
議
の
開

催
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
次
い
で
、

北
川
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
か
ら
「
社
会
保
障
・

税
に
関
わ
る
番
号
制
度
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
た
。
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国
と
地
方
の
協
議
の
場（
平
成
24
年
度
第
１
回

臨
時
会
合
）を
開
催
し
、
森
会
長
が
出
席

　

４
月
16
日
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
（
第
１
回
臨

時
会
合
）
が
開
催
さ
れ
、
本
会
を
代
表
し
て
森
会
長

が
出
席
し
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
、
災
害
廃

棄
物
の
広
域
処
理
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
野
田
総
理
大
臣
か
ら
、
国
と
地
方
の
協
議

の
場
は
法
制
化
さ
れ
約
１
年
が
経
過
し
た
が
、
引
き

続
き
十
分
活
用
し
て
い
き
た
い
、
税
と
社
会
保
障
の

一
体
改
革
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
理
解

と
協
力
を
お
願
い
し
た
い
、
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処

理
に
つ
い
て
は
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
進

む
よ
う
お
願
い
し
た
い
、
地
方
自
治
法
の
改
正
法
案

に
つ
い
て
は
実
情
を
踏
ま
え
た
意
見
を
聞
き
た
い
、

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
、
災
害
廃
棄

物
の
広
域
処
理
、
地
方
自
治
法
改
正
法
案
に
つ
い
て
、

所
管
の
大
臣
等
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

協
議
で
は
、
地
方
六
団
体
か
ら
は
、
国
と
地
方
が

協
力
を
し
て
困
難
な
時
代
を
乗
り
越
え
る
べ
く
国

と
地
方
の
協
議
の
場
を
最
大
限
活
用
し
て
い
き
た

い
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
は
昨
年
末
国
と
地

方
の
協
議
の
場
で
議
論
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
実

現
を
地
方
と
し
て
も
訴
え
て
参
り
た
い
、
災
害
廃
棄

物
の
広
域
処
理
に
つ
い
て
は
、
総
理
の
想
い
を
受
け

て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
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置
か
れ
て
い
る
事
情
も
あ
り
、
国
の
細
や
か
な
配
慮

を
お
願
い
し
た
い
、
地
方
自
治
法
改
正
法
案
に
つ
い

て
は
、
地
方
政
治
を
よ
り
住
民
に
開
か
れ
た
も
の
と

し
、
住
民
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
力
を
し
た

い
、
そ
の
た
め
に
は
早
期
の
法
案
成
立
を
望
む
、
な

ど
を
発
言
し
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に

つ
い
て
は
、
社
会
保
障
の
地
方
単
独
事
業
に
陽
が
当

て
ら
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
く
、
国
の
政
策
と
地

方
の
政
策
が
有
機
的
に
結
び
つ
く
こ
と
が
住
民
の
た

め
に
な
る
、
こ
の
改
革
で
住
民
の
生
活
が
ど
う
な
る

か
と
い
う
具
体
的
な
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
あ
る
、
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
も
あ
る
が
、
国
は
毅

然
と
し
た
態
度
で
か
つ
国
民
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
な
ど
を
発
言
し
た
。

　

最
後
に
、
藤
村
官
房
長
官
か
ら
、
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
方
の
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
政
府
を
挙
げ
て
取
り
組
む
の
で
地
方
の

協
力
も
い
た
だ
き
た
い
、
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理

に
つ
い
て
は
今
後
と
も
地
方
側
の
一
層
の
協
力
を
お

願
い
し
た
い
、
地
方
自
治
法
の
改
正
法
案
は
国
と
地

方
が
時
間
を
か
け
て
協
議
し
な
が
ら
ま
と
め
た
も
の

で
あ
り
、
政
府
と
し
て
成
立
に
全
力
を
挙
げ
て
い

く
、
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。
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森
会
長
が
、
国
の
出
先
機
関
改
革
に
つ
い
て 

川
端
地
域
主
権
推
進
担
当
大
臣
、 

後
藤
内
閣
府
副
大
臣
に
申
入
れ

　

４
月
16
日
、
森
会
長
は
川
端
地
域
主
権
推
進
担
当

大
臣
、
後
藤
内
閣
府
副
大
臣
に
対
し
、
国
の
地
方
出

先
機
関
改
革
に
つ
い
て
、
３
月
26
日
の「
意
見
提
出
」

に
続
き
、
先
週
開
催
の
本
会
の
地
方
分
権
改
革
検
討

会
議
や
政
策
推
進
委
員
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
申
入

れ
を
行
っ
た
。

　

森
会
長
か
ら
は
、
国
の
出
先
機
関
改
革
は
、
地
方

分
権
改
革
上
重
要
な
課
題
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
権

限
の
受
け
皿
と
な
る
広
域
連
合
に
お
け
る
基
礎
自

治
体
で
あ
る
都
市
の
か
か
わ
り
方
が
制
度
設
計
上
、

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
都
市
の
関
与
の
仕
方
が

曖
昧
な
ま
ま
法
案
が
提
出
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

市
長
会
と
し
て
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
政
府
は
、

拙
速
な
対
応
を
す
る
こ
と
な
く
都
市
の
意
見
を
踏

ま
え
た
具
体
的
か
つ
十
分
な
議
論
を
行
う
よ
う
強

く
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
川
端
大
臣
か
ら
は
、
法
案
を
検
討

中
で
あ
る
が
、
申
し
入
れ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
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森会長（左から2人目）
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